
　

役
場
一
般
業
務
は　

月　

日
（
水
）

12

29

か
ら
１
月
３
日
（
月
）
ま
で
休
み
ま
す
。

ま
た
、
図
書
館
業
務
は　

月　

日
（
月
）

12

27

か
ら
１
月
４
日
（
火
）
ま
で
休
み
ま
す
。

　
　

月　

日
（
木
）
ま
で
可
燃
ゴ
ミ
の

12

30

収
集
を
し
ま
す
。
年
末
年
始
は　

月　
12

31

（
金
）
か
ら
１
月
３
日
（
月
）
の
間
、

休
業
し
ま
す
。

※
ゴ
ミ
は
、
午
前
８
時
ま
で
に
収
集
場

所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
必
ず
名

前
を
書
い
て
く
だ
さ
い
）

※
重
さ
は　

㌔
グ
ラ
ム
以
内

10

※
ガ
ム
テ
ー
プ
止
め
は
禁
止
で
す
。

　
　

月　

日
（
木
）　

午
前　

時
ま
で

12

30

11

※
持
ち
込
み
の
量
は
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
１

杯
分
以
内
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

く
ぬ
ぎ
の
森

　
　
　
　
　
　
（
電
話　

‐
０
３
３
３
）

74

　
　
　
　
　

役
場
地
域
整
備
課

　
　
　
　
　
　
（
電
話　

‐
２
１
０
１
）

72

　

根
雨
駅
と
日
野
病
院
の
間
を
無
料
運

行
し
て
い
る
「
お
し
ど
り
バ
ス
」
は　
12

月　

日
（
水
）
か
ら
１
月
３
日
（
月
）

29
ま
で
運
休
し
ま
す
。

　

く
み
取
り
は　

月　

日
（
木
）
午
後

12

30

か
ら
１
月
４
日
（
火
）
ま
で
休
業
し
ま
す
。

早
め
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　

い
づ
は
ら
（
電
話　

‐
３
７
０
１
）

75

　

路
線
バ
ス
は　

月　

日
（
金
）
か
ら

12

31

１
月
３
日
（
月
）
の
間
、
運
休
し
ま
す
。

▽　

月　

日
（
金
）
＝
起
点
を
午
後
６

12

31

時
１
分
以
降
の
便
は
運
休

▽
１
月
１
日
（
土
）
＝
全
便
運
休
。
た

だ
し
、
米
子
駅
を
起
終
点
と
す
る
便
に

つ
い
て
は
、
起
点
を
午
前　

時　

分
発

10

59

以
前
と
起
点
を
午
後
５
時
１
分
発
以
降

の
便
は
運
休
。

▽
１
月
２
日
（
日
）・
３
日
（
月
）
＝
起

点
を
午
前
９
時　

分
以
前
と
、
起
点
を

59

午
後
５
時
１
分
発
以
降
の
便
は
運
休
。

※
１
月
１
日
～
３
日
の
間
は
、
日
・
祝
日

用
の
ダ
イ
ヤ
を
基
本
と
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

日
ノ
丸
自
動
車
（
株
）
米
子
支
店

　
（
電
話
０
８
５
９
‐　

‐
２
１
２
３
）

32

　

自
作
・
小
作
を
問
わ
ず　

ア
ー

10

ル
以
上
農
地
を
耕
作
し
て
い
る
世

帯
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
で
、

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の

登
録
申
請
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

申
請
方
法　

自
治
会
長
（　

月　
12

20

日
自
治
会
長
便
）
を
通
じ
て
申

請
書
を
配
り
ま
す
。
裏
面
の

「
記
載
事
項
」
を
参
考
に
記
入

し
、
自
治
会
長
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

提
出
期
限　

１
月
７
日
（
金
）

問
合
せ
先　

町
農
業
委
員
会

　
　
　
　
（
電
話　

‐
２
１
０
３
）

72

　
　

月　

日
現
在
で
、
平
成　

年

12

31

16

工
業
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

月
下
旬
か
ら
１
月
に
か
け
て
統

12計
調
査
員
が
事
業
所
に
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
２
月
１
日
現
在
で
、
全
国

一
斉
に
２
０
０
５
年
農
林
業
セ
ン

サ
ス
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
１
月
中

旬
ご
ろ
か
ら
、
農
林
業
を
営
ん
で

い
る
皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
統
計
調

査
員
が
伺
い
ま
す
。
調
査
票
へ
の

記
入
な
ど
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
企
画
振
興
課

　
　
　
　
　
　
（　

‐
０
３
３
２
）

72

　

給
与
・
賞
与
に
係
る
源
泉
所
得

税
の
納
付
期
限
は
次
の
と
お
り
で

す
。
忘
れ
ず
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

【
毎
月
納
付
の
方
】

　
　

月
支
給
分

12

　

納
付
期
限　

１
月　

日
（
火
）

11

【
納
付
特
例
の
方
】

　

７
月
か
ら　

月
支
給
分
納
期
限

12

　

納
付
期
限　

１
月　

日
（
火
）

11

【
納
付
特
例
の
方
で
延
長
申
請
し

て
い
る
方
】

　

７
月
か
ら　

月
支
給
分
納
期
限

12

　

納
付
期
限　

１
月　

日
（
木
）

20

（　

月　

日
現
在
に
お
い
て
源
泉

12

31

所
得
税
の
滞
納
が
無
い
方
に
限

ら
れ
ま
す
）↓

14広報ひの

農
業
委
員
会

委
員
選
挙
人
名
簿
の
登
録
申
請

■
お
し
ど
り
バ
ス
の
運
休

■
役
場
・
図
書
館
業
務
の
休
み

■
可
燃
ゴ
ミ
の
収
集
日

■
く
ぬ
ぎ
の
森
へ
の
持
ち
込
み

■
く
み
取
り
の
休
業

■
町
内
路
線
バ
ス
の
運
休

給
与
の
源
泉
所
得
税

納
付
期
限
を
忘
れ
ず
に



（
注
）
納
付
す
べ
き
税
額
が
な
い

場
合
で
も
、
給
与
等
の
支
払
い

が
あ
れ
ば
納
付
書
を
作
成
の
上
、

税
務
署
へ
直
接
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先　

米
子
税
務
署
法
人
課

税
第
一
部
門

（
電
話
０
８
５
９
‐　

‐
４
１
２
１
）

32

　

１
月　

日
は「
１
１
０
番
の
日
」

10

で
す
。「
１
１
０
番
」
は
、
事
件
・

事
故
が
発
生
し
た
と
き
に
警
察
へ

連
絡
す
る
た
め
の
緊
急
電
話
で
す
。

緊
急
通
報
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

「
＃
９
１
１
０
」
は
、
急
が
な
い

問
い
合
わ
せ
や
相
談
に
利
用
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先　

黒
坂
警
察
署

　
　
　
　
（
電
話　

‐
０
１
１
０
）

74

　

今
年
も
降
雪
期
を
迎
え
ま
し
た
。

除
雪
は
お
お
む
ね　

㌢

以
上
に

20

な
る
と
作
業
開
始
し
ま
す
。
積
雪

状
態
に
よ
り
、
通
勤
、
通
学
時
に

間
に
合
わ
な
い
場
合
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
理
解
と
協
力
を
お
願

い
ま
す
。

▽
路
上
駐
車
を
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。
除
雪
作
業
が
ス
ト
ッ
プ
し
た

り
、
万
一
の
時
、
救
急
車
や
消
防

車
な
ど
緊
急
車
両
の
通
行
の
妨
げ

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。（
路

上
駐
車
が
あ
る
場
合
、
除
雪
し
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
）

▽
除
雪
の
支
障
と
な
る
木
や
竹
な

ど
は
、
地
元
や
所
有
者
で
早
め
に

伐
採
等
を
お
願
い
し
ま
す
。
除
雪

中
に
障
害
と
な
る
場
合
は
、
断
り

な
く
伐
採
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
承
知
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

役
場
地
域
整
備
課

　
　
　
　
（
電
話　

‐
２
１
０
１
）

72

　
　

月　

日
（
金
）、
開
発
セ
ン

11

19

タ
ー
で
「
第
２
回
と
っ
て
も
お
い

し
い
日
野
川
源
流
米
コ
ン
テ
ス

ト
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
日
野
郡

内
か
ら
１
１
５
点
の
コ
シ
ヒ
カ
リ

が
出
品
さ
れ
、
町
内
か
ら
２
人
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
（
町
内
の
人
の
み
掲
載
）

優
秀
賞　

遠
藤
利
美
さ
ん（
榎
市
）

優
良
賞　

若
林
朗
さ
ん
（
金
持
）

15 広報ひの15 広報ひの

　今年の10月 23 日、新潟県中越地方を中心

に最大震度７を記録する大きな地震「新潟中

越地震」が発生。多くの被害が出て、今でも

避難生活が続いています。

　ひのぼらねっとでは、何か支援できること

はないか―と考え、被災地に「かきもち」を

届ける「ひと握りのもち米運動」を広く呼び

かけました。

　町内の皆様をはじめ、江府町、日南町など

からたくさんの方にご協力いただきました。

集まった「もち米」は 117 キロ。３回に分け

てつき「かきもち」約 800 袋のパックができ

ました。

　「かきもち」は、被害が大きく、日野町と同

じぐらいの人口で「ひのぼらねっと」からも

数人支援に行った縁もあり、新潟県川口町に

送ります。（仮設住宅や小学生などに渡して

もらう予定です）

　１２月中旬ごろに届ける予定にしています。

　皆様からの心温まるご支援ありがとうござ

いました。

　被災された方々に、少しでも温かいお正月

を迎えていただきたいと思っています。

　　（文＝ひのぼらねっと事務局　松田暢子）

　

新
潟
県
中
越
地
震
の
被
災
地
に
贈
る
「
か
き
も
ち
」

　 　
お
か
げ
さ
ま
で
１
１
７
㌔
の
も
ち
米
が
集
ま
り
ま
し
た
。

「
か
き
も
ち
」
に
し
て

　

月
中
旬
に
新
潟
県
川
口
町
に
贈
り
ま
す
。

12
　　
　
　
　
　
　
　

ひ
の
ぼ
ら
ね
っ
と 
よ
り

　巻頭特集は、松葉がに再発見「カ

ニ漁に挑む人々」。特集は大自然の

音楽堂・大山「ミュージックリゾー

トの取り組み３年」。そのほか県内

地域の話題が掲載されています。

　役場企画振興課または最寄の書

店でお求めください。
　

価格　１冊３００円

問合せ先　役場企画振興課

　　　　（電話 72‐0332）


